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会社概要

会社名： W ＆ Company 合同会社 
（ダブリュー アンド カンパニー LLC）

所    在：       〒150‐6207
                      東京都渋谷区桜丘町１－４  
                      渋谷サクラステージ Shibuyaタワー7階

資本金：  310万円
代表社員CEO：渡邊 豪

連絡先：
email:          go.watanabe@adviserservice.biz
Tel    : 070-8445-5307
http://wandcompanywebsite.com

事業内容

（１）人と人をつなげる事業

M&Aに関する助言

事業承継に関する助言および支援

不動産査定と不動産リサーチ

（２）人とお金をつなげる事業

企業投資のリサーチおよび仲介

企業投資の実行

不動産に関する助言

（３）お金とお金をつなげる事業

資金調達に関する助言

財務アドバイス

資産の証券化アレンジ

mailto:go.watanabe@adviserservice.biz


これまでの取扱い事業

（１）セルフストレージ事業
2017年7月より事業承継にて当時は赤字会社でもあり、暖簾
なしの親会社の簿価金額にて買収。

買収時に保有した12店舗を買収後5年で35店舗に店舗展開
加速（東京、神奈川、北海道、福岡）。当初赤字企業で
EBITDA:8Mの企業を2022年度で177Mまで高めた。

出店形態には①既存物件賃借型と②自社不動産保有型があり、
①の基本的なNOIは標準運用で30～40％、②の場合はエリ
アにも依るが、NOIは7～10％程度を確保可能な基準として、
出店を展開した。

コロナと同時の2020年に建設コスト高騰などもあり、一旦出
店をストップさせ、全物件の平均稼働率を90％以上を目指す
マーケッティングに留意した。2021年は、NOIを意識した運
営（キャンペーン効果や広告宣伝手法など）に徹し、NOIとして
も飛躍的に高まったことから外部への戦略的売却を検討。
2023年8月に企業価値80億円程度の評価を得て外資系ファ
ンドへ売却を完了、連結での特別利益39.5億円を計上した。

（Point）

マンションの専有面積の減少や家賃のインフレ化、団塊世代の
世代交代による荷物増加によるニーズを受けて全アジアで
ニーズを受けて拡大した事業。
StorHub Japan、セルフストレージ運営会社Storage Plus Corp.を買収
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https://kenmin-souko.jp/storhub-japan%e3%80%81%e3%82%bb%e3%83%ab%e3%83%95%e3%82%b9%e3%83%88%e3%83%ac%e3%83%bc%e3%82%b8%e9%81%8b%e5%96%b6%e4%bc%9a%e7%a4%bestorage-plus-corp-%e3%82%92%e8%b2%b7%e5%8f%8e/
https://kenmin-souko.jp/storhub-japan%e3%80%81%e3%82%bb%e3%83%ab%e3%83%95%e3%82%b9%e3%83%88%e3%83%ac%e3%83%bc%e3%82%b8%e9%81%8b%e5%96%b6%e4%bc%9a%e7%a4%bestorage-plus-corp-%e3%82%92%e8%b2%b7%e5%8f%8e/
https://kenmin-souko.jp/storhub-japan%e3%80%81%e3%82%bb%e3%83%ab%e3%83%95%e3%82%b9%e3%83%88%e3%83%ac%e3%83%bc%e3%82%b8%e9%81%8b%e5%96%b6%e4%bc%9a%e7%a4%bestorage-plus-corp-%e3%82%92%e8%b2%b7%e5%8f%8e/
https://kenmin-souko.jp/storhub-japan%e3%80%81%e3%82%bb%e3%83%ab%e3%83%95%e3%82%b9%e3%83%88%e3%83%ac%e3%83%bc%e3%82%b8%e9%81%8b%e5%96%b6%e4%bc%9a%e7%a4%bestorage-plus-corp-%e3%82%92%e8%b2%b7%e5%8f%8e/
https://kenmin-souko.jp/storhub-japan%e3%80%81%e3%82%bb%e3%83%ab%e3%83%95%e3%82%b9%e3%83%88%e3%83%ac%e3%83%bc%e3%82%b8%e9%81%8b%e5%96%b6%e4%bc%9a%e7%a4%bestorage-plus-corp-%e3%82%92%e8%b2%b7%e5%8f%8e/
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（２）セルフストレージ事業 （海外）
2019年6月にM&Aにより台湾のEasy Storageに
49％資本参加。月次で経営ミーティングを展開し、現
地をスタディした上で、買収当時直営8店舗の規模で
はあったが、順調に成長を遂げ、台湾全土（台北、台中
（新竹）、台南（高雄））に展開し、台湾にて15店舗に至
る。2024年にEXIT。

（POINT)
日本と同様にマンションの専有面積の減少や家賃のイ
ンフレ化、団塊世代の世代交代による荷物の増加と台
湾の特長としての中小零細企業起業におけるECなど
の倉庫拠点としての利用が活性化し市場が拡大して
いる事業。
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（３）コインランドリー事業

2018年11月に転換社債により経営参加。当時直営12店
舗の規模であったが、FC展開を急速に展開し、現在全国
250店舗以上の大手コインランドリーFC企画会社に成長
した。

同社コインランドリーは第三世代型として、きれい清潔、高
機能、好立地がテーマであり、主に家事の時短を追求する
共働き世帯や単身者のニーズを受けてユーザーが拡大。利
回りはエリア属性に依り投下資本に対してNOI：5％～
30％と様々。

また運営者（オーナー）側の減価償却による節税ニーズを
捉えて、全国的に急拡大した事業。
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都内 イオン内 ららぽーと内 ホテル併設 郊外
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（４）コインランドリー事業

2018年4月に事業譲渡にて3店舗を譲り受けて自社運用をテスト。NOI利回りは投下資
本に対して平均8～9％程度を維持。機械設備を主な譲渡の対象としたため減価償却の
ピッチが速く保有3年で利回りは13～14％程度へ上昇。節税を意識しながらキャッシュ
ベースでの利益享受を加速した。

新規店舗として5店舗を開発し、独自ブランド「SALTO Laundry」を立ち上げてホーム
ページ含め自社運営でのマーケティングを開始した。

（３）の「Baluko Laundry」を自社で25店舗展開したのとあわせて、コインランドリー事
業に関するノウハウとマーケティング手法を学ぶ特徴的な事例として展開。

2025年3月にOkulabグループにEXIT。
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（５）コンテンツ事業（ゴルフ）

グループが保有する商業ビルで視認性に問題があり、賃貸が
難しい区分収益を拡大するために屋内型ゴルフレッスン場を
展開した。

横浜元町駅の上にあるビルではあるが、大通りから外れた、か
つ視認性が課題の50坪区分を目的型空間として会員を集め
収益化することで有効活用を行った。

女性コーチ陣を中心としたレッスンプロの活躍の場として、ま
たゴルフが必要とする体幹を養うためのトレーナーによる体幹
トレーニングを交えたユニークなレッスン法を最新設備を備え
て提供するコンセプトを提案した。
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（６）ベンチャー投資事業 （～2023年）

事業承継を機会に企業価値拡大

東証マザーズから東証プライムへ成長 下北沢１拠点から東京都心部25拠点稼働に急成長 シンガポール拠点で世界に羽ばたく

Re-Tech機器「STAK」企画販売 障害者に再活躍の場を提供 台湾全土に店舗展開しアジアへ

自営12店舗から全国250店舗以上に急拡大展開
熊谷正寿事務所が主要株主に

施設農業用CO2制御機器企画販売
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（７）ベンチャー投資事業 （2024年～）

未上場株式の取引市場

2025年12月東証グロース IPO 創エネと蓄エネに貢献 家族がキーワードのアプリ

Eco EVトライクによる屋外型広告 インバウンド向けOTA事業 CSPをGPとしたLP投資

ABをGPとしたLP投資 空の移動を自由にする事業 デジタル化した医療

新しい広告の形
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（８）金融における事業

Confidential

観覧車の事業証券化

堂内陵墓シンジケートファイナンス

有料道路事業証券化 子会社のオークション売却

大型不動産取得のNRL

商社金融での仕組みファイナンス

地銀初の航空機ファイナンスチーム組成

グリーンインフラのIPO

不動産メザニン投資
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（９）サポート事業

不動産運用の拡大

Confidential

不動産事業の拡大

遊休不動産の活用策提言

投資事業の拡大

CVC事業の拡大
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（９）サポート事業
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（10）海外事業
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Deep Tech Fund の組成

日本進出のサポート

日本における販売サポート

コンテンツ（無体財産）のオー
ナーを目指して、ハワイのカイ
レアにあるハワイアンクレープ
リー「ノカオイ」の日本における
商標権利用をオーナーより獲
得し、日本初上陸をふれこみ自
由が丘に店舗を開設。

食べログにて3.5点という高評
価を得たが、現在は閉店。

スタッフ継続採用と教育指導お
よびコンセプト意識の共有徹底
が事業継続のポイント。

現在は閉店

台湾における事業展開サポート
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（参考）講演・新聞記事
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（参考）講演・新聞記事
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